
Title 英国労働界の三角同盟
Sub Title
Author 堀江, 帰一

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1919

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.13, No.11 (1919. 11) ,p.1414(28)- 1432(46) 
JaLC DOI 10.14991/001.19191101-0028
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19191101-

0028

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


,

1

-

 

(

5

 

一

四

)

.

論

挪
 

1

0

1

 

1

5

 

二

八

英

、

國

勞

像

界

の

|

 

一
 |

角

同

盟

堀
江

ニ 

. 

’

英

®

R
は

職

X
,

組
合
の

' 1

:

一

：

附
腐
機
關
ビ

し

T

_

丑

口

 

L

 

J
 

o

f

T

i

u

l
 
な
る 

I

 

。
 

？

 

i

 
一
 

I

 合
會
 S

G
e

n
e

r
a

i
e

l

和解の
ぐ

1

は

千

八

I

十

九

年

S

立
S

f

し

、

l

i

の

職

h

組

合

を

附

塵

I

メ
 

r
"

会

^
^

sn

し
も
大

な
.

り
5

5

 

^
.
0

文

'
、，
。

*
 
f
 

V

-

て
飞
^
讼
す
し
も
大
な
ぅ
ど
す
る
炬
れ

e

i

、

,

斤
i

 

‘ 

.

 

1

^

(

3

 

ん
と
す
る
政
策

.こへ
2

1

1

れ

f

e

;

i 

■
丨
ペ
I

何

C

の
i

督

#

を
有
せ
ざ
る
に
基
ぐ
も
の
と
す
可
し
。
勞

#
#
,
> 

s

i

s

f

 

f

 

I本 

f

 

I

 す
る

.

I
 

.、 

S

勞
働
？

綱

f

奮

5

1

て

u

 

v

、

g

,

4

 

f

一
 

團
體
.に
篇
の 

.
 

A

 

’ 

,

ヵ
く
其
目
が
を
達
す
可

.

き
に
.

非
ず
0

此
粼
に
顧
み

ブ' T?

| 

丨ii1
]
j

I

て
、渐
に
組
檝
せ
ら
れ
た
る
は
，即
ち
三
角
產

.業
同
盟
：な

.
る
■
も

の

に

し

、
て
、千

九

.西

十

四
年

四
，..月
.
‘

を

；
，
 

以
て
成
立
し
、同
盟
中
に
約
八

.十
萬
の
：組
合
員
を
有
す
る
大
英
國
坑
表

#

会
貪
約

3

十
萬
：六
千 

の
組
合
員
を
有
す

る

鐵
M

從

業
員
國

K

組
八
p
'f
j

S

十
萬
の
駔
俞

M
,
を

有

す

る

國

玛

鷀

遂

業

勞
 

働
組
合
の
三

#

七
包
' 
含
し
た

V

。
：

此
三
角
同

W

は
霖

©

容
.す
.
る
#

禪

0
0
の
：
勞

働
著

が
個

別

 

的
に
行
動
す

•る
爲
.め
.に
生
ず
る
不
利
益
を
同
避
す
る
の
目
的
を

'以
，
て
、組

織

せ

ら

れ

龙

る

も

の
 

と
す
可
ぐ
、隨

i

 

I

I

':
-「

に
璧
罷
業
の
起
れ
る

5

に
》
、他
の
二
種
の
產
攀
に
於
け 

る
勞

f

者
は
假
令
ひ
勞

«

の
意
：思
を
有
す
る
も
、事
實
勞
働
す

' 
る
能
.
は
.
ざ

る
i
ix

至
_る
可
く
、取
に 

1

步
.
を
進
め
て

.此
勢
を
利
用
し
、

_

ら
罷
業
し

‘
て
.，以
て
他

.
の
罷
.寒
*

を
，援
助
せ

.
ん
«
す
る
も

の

、 

三
负
同

11

成
立
’
の
端

0
t 
 ̂
€
す
。

始
め

.て
此
，計
鼙
を

*

行
せ
ん

€

し
た
る
は
、大
英
國
坑
失

' 

聯
合
會
に
し
て
、

®

業
務
執

.行
委
員
は
直
に

.
自
己

©

組
合
ミ
勞
攀
條
件
の
，類
.似
し
た
る
鐵
道
從

業
負
‘

國
民
組
合
並

'

に
國
痣
連
送
業
，勞

働

者
a

合
.

を
.
'

促
し
て
"

同

盟

を

組
®

し

、他
日
.を
以
て
他
の

\
 

• 

.
.
.

 

.

■%
.

諸
組
合
を
も
綱
羅
，す
る
の

.希
闇
を
藏

し

た
る
も
の

e
す
可
し
。
而
し
で
上
：

^

三
'組
合
の
業
：務 

執
.
行

委

員

は

千

九

酉

十
！
：：

年

四

月
,0
.會
議
を

0

 

一
P

ど
，し一て、貪
則
決
定
の
爲
め
に
、擦

,

を

S 

ね
、結
局
千
九
西
十
•五
年
十
ご
月
九
日
の
聯

_合
協
鼠

#

に
於
て
、左

.記
：九

.«
修
の
會
則
を

.決
：定
す 

第
十
三
卷

(

一四
5)

.

論
酣
英
國
勞
働

#
§
高
量
、 

第
十i

铖
二
九



第
十
三
怨

(
一

四
一
六)

諭
訧
英
國
勞
働
界
の
三
角
同
盟
 

第
十1

®

 

H

O

.

る

を

得

た
>

9 
0
 

f 

'
 

‘
 

，

第

一
、

國

K

的
性
質
を
有
す
る
事
項
又
は
主
と
し
て
主
義
に
關
.係
を
有
す
る
事
項
は
之
を
辦

合
圆

體

の
協
識

に
^

す
.

可
し
。

低

し

共

同
の
運
動
は
#
議
中
の
事
項
が

關
係
組
合
の
.業
務 

執

行

委

員
會

の
.

：承
®

.

を
.

經
.
.

る
ま

.
■

で
、實
行
せ
ら
れ

■

ざ
る
こ

^

，• 

/

第
ニ
、三
組
合
の
：業
務
執
行
委
員
の
ニ
者
が
.特
に
召
集
せ
ら
れ
た
る
會
議
に
於
て
共
同
の
動 

作
を
必
耍
と

.

す
る
決
議
を
爲
し

*

る
場
合
に
、共
同
動
作
の
行
は
る
可
き
こ
と

0
 

説
三
各
組
合
：の

1

は
# ,

自

組

合

の

爲

め

に

行

動

す

る

完

全

な
.

る
自
.

：主
權
を
留
保
す
る
こ
ヾ
し
。
 

0 
0

以
上
の
諸
條
件

.

の
具
備
せ
ら
れ
ざ
る
場
合
に
於
て
は
共
同
動
作
を
爲
す
の
_
務
を
生 

せ
ざ
る
こ
と
。

'

'

第
五
、三
組

.

合
：の

「

業
務
_

行
委
員
會

|

は
每
半
年
を
期
し
て

#

:

集
せ
ら
る
、

z
€
o 

第
六
、各
組
合

.

を
代
表
す
：る
二
名
の
委
員
を
，以
て
、諮

問

委

員

會

を

組

織

す

る

こ

ビ

。

第
七
、聯
合
圈
體
は

「

個

♦

の
組
.合
に
對
し
て
、完
全
な
る
監
督
を
施
す
に

r

努

力

す

可

き

.
こ

气
 

■

第

八

、事

務

费

は

所

鹰

組

.合

の

組

合

員

一
千

名

R

對
し
十
志
の
割
：合
を
以
て
、徵
收
す
る

.こ
せ
。
 

.

.

.
第
九
、共
同
の
動
作
は
間
題
に
上
れ
る
事

#

辦
三
組
合
の

1

k
付
せ
ら
れ
、各
組
合
の
规
則

k

沿
,!、ハ
f;::|
U

M

h

^

F

h

B

,

r

 

r

b

 

c

 

,
,n

*B
T
^

yjft
^

宛
ひ
る
所
に
依

.て
、決
せ
ら
れ
た
る
湯
合
：

.に
、始
，办
て

.實
行
せ
ら
る

‘可

& M
 

^
w
a
.

以
上
の
諸
項
を
通
麗
し
て
、菩
，人

.は

.如
何
な

.る
疏
を
懐
く
を
以
て
，至，當
な
キ

W
す
可
き
か
。
 

世
人
成
は
三

^
產

.業
同
盟
を
解
し
て
、同
盟
罷
業
を
計
叢
す
る
の
外
：！、他
あ
る
を
知
ら
ざ
る
も 

:

の

と

し

、以V

之
，.に
#'
雞
を
加
ふ
が
如
し
と
雖
も
、三
角
同
盟
の
期

_
す
る
所
は
三
猶
又
は
將
來 

I

て
I

以
上
の

I

の
*

力
を
I

し
て
、以
て
限
卜

f

增
進

す

る

禁

家

i

に 

當
り
、斯
 

<

 

て
.資
本

V

し勞
働
と
を
對
等
の
地
位
に
置
か
ん
ビ
す
る
も
の
に
外
な
ら
す
。
其
之
を 

置
く
に
就
て
は
、武
器
ヒ
し
て
同
盥
罷
業
を
試
み
る
こ
と
あ
る
可
く
、而
し
て
三
種
の
組
合

.に
屬

' 

す
る
勞
働
激
が
一
擧
に
罷
業
を
爲
す
ば
即
ち
同
情
的
同

®.
罷
業
の
形
態
に
出
づ
る
も
の
と
す 

可
し
。
三
角
同
盟
に
對
し
て
、攻
擊
の
加
へ
ら
る
可
き
も
の
あ

}
ヒ
す
れ
ば
、此
同
情
的
同
盟
擺 

業
を
誘
發
す
る
に
茧
る
の
一
事
を
以
て
す
る
.の
外
な
き
も
の
ビ
想
像
せ
ざ
る
を
得
ず
？
然
れ

ど
も
同
情
的
同
盟

■

業
の
も
の
た
る
、彼
の

一

般
的
同
盟
罷
業
若
し
く
は
總
同
盟
罷
業
ビ
は
趣

■ 

' 

' 

. 

.

を
堤
に
し
、其
行
は
る
、
に
就
て
、根
據
の

#

す
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
可

-

か
ら
ず
。
藍
し
同
情
的

同

m

fi
i

業
は
. :
一
 

人
に
對
す
る
危
害
は
總
て

0

人
に
對
ず

る

危
害
な
上
ぐ

A
n

 injury to 

one is the 

injury 

to 

all、

と
云
ふ
格
言
に
基

き

、

之
を
必
要
ビ
す
る
念
處
の
勞
働
漭

.の
腦

11
杞

‘浸

潤

す

ん 

#;
十
三
# 

(

一
 
四
一
七)

論

0

英
國
努
働
界
の
彐
角
同
，盟

 

第
十
一
號•

3

一
 
.

~T
一
.

-

-.Inv-
v
r

lv
-rllg

lf  

.ニ.

-n  

-
-
■
<
-rn~
-
-
nlt
i

-
i-
.-.
ld
*r;
?-
-£.= 
.-

s

-
m
.-

v

-
E 

■
■ 

s

.

.T
.
r
'
t
.
^.
.vr-

-
-
r

—̂-
V..-



I
I

-

パ

-

,

.ハ、
：

'
‘ 

(
l

v

s 
:

 

\

,

1

—

"

^

.

I

f

f

l

l

s

l

l

l

l

L

|

 

、 

.

 

.'

 

.

• '

•
: 

V

 

.-

 

ノ

l
.M
r

\

绡
十
三
卷

.(

一四一八

)

•

、論

d 

I

勞
馨
の
|
同盟

 

第十 
一■

.

.

三二

I, 

,

 

. 

_

.
や
V顧

る

深

き
.も

の

あ

ぅ

。

千.九
：西

十

四

年

來

常

に‘英

國

勞

働

界

に

於

て'問

題

ビ

爲

る

三_

闾

、

I
'
:

 

S

就

5

ふ

る
i

 

s

i

;組

合
£

け

る

勞
2

の

勞

働

條

件

の
類
似
し
？

も

の

ぁ

I

: .;

る
一
方
に
、三
種
の
舉
業
亦
相
關

!»

す

る

こ

.^
の
深
き
以

.

上
は
、一

の
事
業
^
於
妙
る
勞
働
條
件
丨 

f

 

.

,

に
し
て
改
善
せ
ら
ホ
力
り
と
せ
ん
か
、興
效

M
の

及
ぶ
所
は
決
し
て
當
該
事
業
に
從
事
す
る
勢 

j
r
v

 

«

者
の
み
に
限
ら
る
、
も
の
に
非
ず
：̂
ず
類
似
の
事
寒
又
は
相
關
聯
す
る
事
業
の
勞
働
潘
に 

f
、、

‘ 

‘

も
之
を
及
ぼ
す
も
の

S

S

ざ
る
可
か
ら
す

。

i

 

S

業
に
於
け
る
勞
働
者
が
勞
働
條

*

|
ゾ
.

 

を
改
善
す
る
の
目
的
を
以
て
，敢
て
同
盟
罷
業
を
企
て
、幾
多
の
危
險
を
睹
し
て
、改
善
の
目
的
を 

-
:
:
:
:
.
:
.

達
し
ナ
る

'
場
合
に
他
の
事

*

に
於
け
る
勞
働
密
が
何
事
を
も
爲

さ

ず
し
て
、漫
然
條
件
改
善
の 

b

 
.

、：：

.

效
果
に
俗
す
る
が
如
き
、利
害
を
，共
に
す
る
勞
働
者
全
體
の
見
地
ょ

.

c
s

云
は
ん

P

J!

に

^
、
て

公
 

一； 

正
な
ら
ざ
る
ビ
す
に
邨

^

に
於
て
缺
く
る
も
の
あ
る
の
嫌
を
免
か
れ
ず
。
勞
働

*

を
し
て
勞 

I
:

へ

#

者

全

體

の

，
利

窖

：
に

殉

：
サ

し

む

；
る

に

は

こ

部

.
の
勞
働
：者

が

全

體

の

勞

：働*

に

利

益

を

及

ぼ

す

、 

一'
 

f

動
に
出
で
た
る
場
合
に

.
他
の
勞
働
漭
を
し
て
之
を
援
助
し
、容
易
に
目
的
を

&

成

せ

し

め

ざ

,

 

T. 

る
可
力
ら
ず
同
情

^

同
甜
罷
業
の
；

|
1
據
ど
す
る
所
は
，即
ち
鼓
に
存
し

、
勞

働

運

動

の

 

一
®

一̂

:/ 

■ 

I
て
、承
認
す
る
に
倔
す
可
き
や
、論
を
俟
お
ず
。

-

其
举

R

社
#
を
騷
が
す
め
故
そ
以
て
、

^

を
拒

.

.

.

: 

•
. 

, 

• 

■ 

' •
 

■ 
•

 

. 

• 

. 

/
 

.
,

否
>す
る

.
-が：.如
'
,
.
き
、當
れ
り
ど

.す
‘る
能
。は，

.ざ
'
.る
.な
'
.
.
办
。 

丨

然
ら
ば
■

三
角
產
業
同
盟
は
勞
働
園
體
と
し
て
、

c

力
働
者
階
級
の
利
银
を
犮
右
す
る
に
就
て
幾 

何

の

勢

力

を

存

す

る

や

。

此
、點
.

R

就
て
は

.

同
肥
を
組

.

織
す
.

る
三
個
の

a

ベ"

を
分
解
し
て
、枇
判 

す
る
所
な
か

’

る
可
か
.

ら
す
。
夭

^

國
.

，坑
•

夹
«

合
：會

.

が
英
國
に
現
存
す
る
餓
褪
の
組
合
中
、烺
も 

大
.

な
る
實
、力
•

を
有
す
，
る
.

の
寧
實
'

は
數
•

字
.

上
に
於
，て
之
を
說
.

，明

す

る

に

難

か

ら

す

。

八
十
捣
人 

K

近
，き
#

合
»

と

七

十

五

馮

六

，千
磷
を
超
_

過

す

る

基
# -

ど
を
擁
し
'

方

に

六

十

三

璐

ニ

.千
磅 

の
收
入
を
‘

收
-

納
し
て
、，

の

一

方

に

略

ぼ
_

i i
0

S

摩
與
金
を
支
辨
す
る
が
如
一
斑
を 

說
明
す
る
も
の
ビ
す

.

可
.
-

し
0
 

.

從
來
聯
合
；會

0

-

職
務
と
す
る
所
は
ニ

)

組
合
員
に
有
利
な
る
立
法 

の
«

定

を
期

圖
し

、(

一

0

0

に

臨
ん
で

、
®

助
を
與

へ

、(

S

政
治
上
に
勞
働
者
の
代
表
を

®

出
す

る

 

に

就

，て

、
#

用
を
支
辨
し
、

(

四
賫
龈
其
他
坑
夫
の
勞
働
條
件
を
保
護
向
上
す
る
の
方
便
を
確
立
し
、
 

(

五)

上
記
諸
目
的
を
達
す
る
爲
め

に

、
#

議
を
開
催
し
、又
、资
金
を
醵
狢
す
る
の
諸
點
に
外
な
ら
ざ 

h

し
が
、上
記
：產
業
二

1

1

:

俾
'同

^

成

，
立

，し

、
坑

夫

聯

.

.

合

會

.
亦

同

盟
の 

一
M

ミ
滹
る

や

’

坑

夫
聯
合
會
の 

綱

，
領■と
す
る
所

.

は
自
.

ら
‘

變
調
を
呈
し
、幾
多

‘

の
方
而
に
於
て
、

^;
進
的
色
彩
を
帶
ぶ
る
に
豸
れ
る

■
第十ヨ

.卷；，

-(一

四
3
九
ツ
論

.

說
' 

英
國
勞
働
邪
の
三
角
同
盟
，
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第
十
§

 

(

5

ニ〇

)

踰
說

英

國

勞

働

界

2
1
1

舟
同
服 

第

十

一

掷

3

|

 

, 

こ
S

を

否

定

す

る

能

は

ず

。

其

綱

領

は

教

藥

に

關

す

る

も

の

ビ

、政
治
：に
、關
：す
る
も
の
：と
0

ニ

I
.
.' 

.

M

に
分
た
る
。
前
者
ば
左
の
如
し
。

■
. 

、
 

' 

.

. 

- 

■ 

- 

■

r

 

. 

、
,

'■
■

)

坑
夫
：の
爲
め
.

，に
、
最
低
貸
銀
肩
搜
を
厲
行

し
，全
.

國
炭
‘

坑
業
.を

通

じ

て
、良
好
な
る

勞
働
條

件

^

:

:

:

を
®

一 

に
し
、大
英
國
坑
夫

.

聯
合
會
の
會
員
を

®

張
し
て
、坑

夫

に

組

合

听
M

以外の莕ぶ
か，

I
.

-

.

.

. 

.

I
,

 

' 

、ら
し
む
る

&

t

^

9

る
■

こ
ビ
o

|

ゾ
..■.‘ 

■ 

. 

■ 

■ 

; 

' 

■ 

——

 

.

.
/ 

. 

* 

,

I
’ 

(

二)

坑
夫
の
蒙
れ
る
傷

.

害
に
對
す
る
賠
償
法
を
改
良
す
る
乙
ビ

。

,

|

 

■ 

.

.

. 

: 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

,

..
-

I-. 

(

三)

炭
坑
に
於
一
け
る
矣

.

害
豫
防

0

設」

備
並
に
監
視
制
度
を
完
全
に
し
磁
視
員
に
は
官
埤
の

外

【

•
' 

に
^

實
に
好

^

_
/a
l
.

る
'

^
■

を
加
■

ふ
'
•

る
7

^

,
 

ĉo

一
二
 

-  

.

I
,
: 

•

.(

四)

鑛
山
從
業
莕
の
食

.

め
に
、仕
事
、住
居
並
に
生
活
の
標
单
を
向
上
す
る

こ
.

ビ
。

I、

、

：

.：

.

(

五)

國
民
的
和
解
機
關
を
組
織
し
、炭
坑
業
：に
於
て
间
日
に
總
て
の
契
約
を
終
了
す
る
協
定
.を

マ
，
:\
-

•
 
+
 

.
 

:
 

. 

.

.

.

.

.

. 

>

.

成
立
せ
し
め

£ :

つ
最
低
賃
銀

■

の
引
上
を
條
件
ビ
す
る
場
合
の
外
、新
協
定
を
成
立
せ
し
め
ざ 

.
る
こ
€

.

.

.

..

.

.. 

.

. 

.

.

.

.

.
 

. 

. 

-

I
I:

次
に
政
治
上
の
方
面
に
於
け
る

»

領
ど
し
て
、坑
夫
聯
合
會
の
主
張
し
た
る
所
は
、

(

ー)

勞
働
事 

ハ

：

,

務
大

15
0
任

命

、

(

ニ)

ォ
ス
ギ
ー
ン
例
決
の
廢
棄
、土
地
罅
物
、鐵
山
、

It
物
採
掘
權
、鐵
道
等
を
產
：業

4:
'

.

-
.
.
. 

• 

. 

‘ 

i

.

〜

.

■

• 

■ 

. 

. 

.

.

.

.

.
I

f

A

-

1

■
. 

. 

.
.

.

 

. 、 

I
* . .
,

•■
, 

• 

.

.

.

.

.

卜-
'

'

.

■

「

,
.
- 

.

:

v

l 

:

'.
:

:

_

:
 

.--.，

'.

へ
' 

.

-

■

.

の
利
益
の

‘

爲
め
に
、國
有
と
す
る
乙
玉
三

)

家
主
た
る

.鑛
業
主
が
：罷
業
中
の
坑
夫
に
立
退
を
謂
求 

す
る
を
禁

す

る
Z

ヒ

，
0

桂
家
改

&

計
畫
を
實
行
す
る
こ
ビ
、

(

五)

養
老
年
金
を
増

®'
し
ゃ
せ
て

4 

»

の
制
'限
を
低
下
す
る
乙
ビ

^
ハ
»
1-
1
|の
勞
働
條

.

件
を
改
良
し
、鑛
山
に
於
け
る
炎

0

を
救

M

す

る
目
的
を
有
す
る

*

金
の

_

餘
を
國
有
と
す
る
こ
ど
の
諸
點

.に
外
な
ら
す
。
故
に
坑
夫
聯
合

.

.

.

.、 

.

: '
.
.
.

 

.

;

.

,
■'
■
' 

.

.

卜
.
.
.

 

■

 ■

 

..  

.

#

が
鑛
山
の
，國
有
を
主
酿

.

し
/2
:

る
こ
と
：明
白
に
し
て
、而
し
て
國
有
制
度
實
行
の
.华
面
に
於
て

^

 
•

 

:

.

.

..

..

..

.

.

..

..

..

..

..

..

.
' 

..

..

..

..

..

..

.

..

..

..

..

.

は
、勞

.

働
者
が
產
業

.

に
對
す
る
管
理
權
を
掌
振
す
る
の
意
ぁ
る
こ
ぐ
し
を
否
定
す
可
か
ら
ず
。
而 

し
て
三
角
同
盟
の

.

一
部
分
に
し
て
、又
今
囘
の
大
罷
業
に
於

.

て
主
動
#
た
る
の
地
位
に
居
る
鐵 

道
從
業
員
國

-

民
組
合
に
至
つ
て

^

、實
：，に
產
業
管
理
權
の
耍
求
を
標
榜
し
、典
實
現
を
期
待
し
つ 

、
ぁ

る

も

の

な
办

o

以
下
鐵
遒
從
業
員
國
民

‘

組
合
の
組

.

織
並
に
綱
領
に
就
て
、說
明
を
試
み
ん 

W

 

す
。

.

：
.

：

.

 

：

.

'

,
 

ョ

鐵
道
從
業
員

0 :
.

組
合
は
.英

國

に

於

て
夙
.

に
#
«
を
發
し
た
る

* >
、
4

同
大
同
盟
罷
業
の
主

‘

®

 

.

者
.

ゼ
し
て
、世

.

界
を
震

«

せ
し
め
た

.

る
鐡
道
從
業
員
國
揭
組
合
ば
千
九
西
六
年
在
來
.の
鐵
遨
從 

:

業
者
，聯
合

#

が
、何
等
組
織
な
き

^

道
.

勞
#

着

の

間

に

、職

H

組
合
圭
^
^

箱
十
三
想
ハ 
ー.
@

ニ

)

、'
.

論
耽
興
國
勞
働
界

§
1

狗同盟
 

，第
十
！號

.

三
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^
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^

^

h

^

^
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第

オ

看

(一

,

四
’

I

三)

論
說
證
勞
働
评

.の
3
約

同

姐

'

 

^

r

 
-

 
J

三

“、

す
.る
の
連
動
に

f

M

に
千
九

fhl
十
年
よ
ぅ
同
十
，ニ
年
に
茧
る
冏
の
勞
働
爭

8

に

於

て
、忸

> 

の
I

.
の
不

I

な
る
事
實
に
刺
戟

I

け

て

、千

書

十

三

年

三

：
月'三
S

鐵
_

|

組 

合
女
合
し
以

.V,.% 

a
に
.

}

る̂7P.

の
に
し

T

M

A

U成
立
當
初
：に
於
け
る
組
合
攀
數
十
七
咚
人
、

.'

千
九
百
十

I

十
二
月

.

に
於
け
る

1

一
十
七
5

!

千

I
I
I

百
六
十
一
一
人
に
對
し

て
、千
九
0

+
五
ヸ 

十
二
月
に

s

l

i

六
千
H

 

W

五
：十
人
と
爲

り

，一
方
に
會
計
狀
態
に

.

就
て
、千
九
踩
十
三
尔

と
 

同
十
S

ビ

を
比
較
す
る
に
、收
入
は
十
九
蒙
千
一
一
再

九

十

七

#

よ
な
一
一
十

_

三
千
I

 

1

«

に
基
，金

«

細

十

七

爲

六

.
千

调

W

三

十

五

•
碑

よ
^

五
；
十

七

海

四
^

:

四
'
ぎ

二

十

六

磅

：
に

&

 

^

 

、
レ

ナ

ぅ

斯

へ

べ

鐵

、
：道

從

.

業

.
者

变 

ン
ダ
ス

卜

リ

,!
ヤ
ル
ユ

—
オ
!:
;(ニ
ズ
，
 

ラ
ス
ト
、ユ
ラ
ォ
ニ
ズ
ム
の
孩

_

を
有
す
る
：务
稱
組
合

ビ

P
突
す
る
を
免
が
れ

f

し
が
、運

.

*

夫
#

合
も
亦
同

一

の
形
態
に 

於

：.
て組
織

f

」

れ
3

角
同
.诹
の

一

部
ビ
爲
れ
る
は
、大
勢
の
命
ず
る
所
を
せ
ざ
る
可
か
ら

t

 

他b
.
’！

I

者
く
興
な

|

>

、鐵
隹
從
業
員
國
择
姐
合
に
は
國

.

民〗

辦

る

.も
の

I

ぁ

又
若
干
の
'共 

濟
基

.金
ぁ
ゥ

と

*

も
、是
等
は
組
合
の

f

 

I

分
を
盡
す
の
方
便
た
る
に

A 

f

其
f

る 

職
分
は

1
1
1角
同
、盟
：の

一
員
と
し
べ
全
國
に
，於

.

け
る
鐵
道
辨
業

#

|

統
マ
し
、谷

■

貫
の
勞

.

働
，條
#

!
1

，を
葆
.

幽
.

改
#

し
、傭

「

者

W

，勞
德
者
と
の
關

：

係
.

を
.

改
.
«

，す
，る
に

«

、て
、勞

.

働
'

0

,

德
：廢
.
.
.棄
，を
ヤ

.

0

方
E

 . 

ビ

し
，帝
國
，«
,
食

並

に

地

方

議

會

に

於

け
る
.

代
，表
者
選
出
に
依
.

て
、勞

働

者

の

利
益

を
發
踢
し
、不 

法
な
る
取

扱

若
.ー
し;<
:

.

は
勞
働
：；爭
*:

に
依
：て
、失
業
し

*

る
•遨

に

援

助

を

與
へ
、
組

合

員

の
就
業
に 

"

就
て
適
當
の
へ
助
力
：.を
加
，ふ
：る

の

諸
©

に
外
 ̂

鐵
道
從
業
員
組
合
の
爲
さ
ん
ど
す
る
所 

.

に
し
て
、以
上
、
の
.

諸
»

に
；
'1
1

:

ま
ら
ん

^

職

エ
&

合

の

普

通

の

職

分

に

聊

か

政

.治

上

の

職

分

を

加 

味

し

，
,

る

に
Jh
,

れ
b

ビ

雖
も
、是

.

等
以
外
に
同
組
合
：は

'

.の

大

な

る

理

想

を

有
し

、

之

を
'實
現 

ず
'
.

る
：.
の

.：用

愈

を

；

藏

す
る
こ
ビ
を

知
ら
ざ
る

可
か
ら

ず
。
即
ち
轉
道

.

從
寒
員
組
合
は
：年
來
鐵
<道 

'國
肴

：

協
：會
ビ
‘

特
’

殊
0

關

德

を
有

し
、聯
合
食
'

議

を

_
:
催

す

る
も
の
 

一
®

k

止
ま
ら
ざ
る
が
、千
九 

1

2

1

十
1

1

年
の
會
_

に

於

，て

は

、左

.の

如

き

決
0

S

に

し

た
t

 

.

'

本
.

.

議
.は
®

有

：鐵

蘊

制

を

.可

な
h

と
す
，
る
從
.

來
の
：議
決
を
，承

：：

認
し
、又
王

立

委
員
會
に
於
て
、
 

，組
：合
'の
業
務

■

執
行
‘委
員

^'

證
言

を
*

ふ
る
を
M

許
す
：る
ビ
同

.

時
に
、國
有
鐵
道
制
に
し
て
、勞 

、働
者
'

に
.完
全
な
る
政
治
上

k

R

社
會
上
の
.

權
利
を
保
證

'

せ
ず
、鐵
輝

0

安
全
有
效
な
る
經
營 

:

に
：
就
て
、或
る
程

「

度
の
輯
瞥
：
と
寶
.

任
：と
を

勞
，働
者
に
：許
容
せ
ず
、鐵
道
：

.

の
；經

衡

的

.科

學翁
#

理 

に
.

依
.

て
生
.ず
る
刹
益
に
對
し

て
，
勞
«

者

の
參

加
を

許

さ

K
る
も
の
な
ら
ん
か
、之
に

反
對
す 

牢

三

怨

，
c

s

ニ
三)

0

說

：
英國幣働
^

S

荈
同
盟 

.热
十
ー
號

S
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:

ソハ
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第
十
ヨ
卷
パ

cl.

四
二
四

)

^

說
：
.
英
國
勞
獅
界
の
彐
餘
同
腽
丨
：
 

.

敗
十
.一

號

H

八
.

■-
 

■ 

■.

る
.
こ

と

を

表

明

す
o

 
.

®

に
千
九
西
十
六
年
の
會

.議
に
於
て
，：

^

本
：會
議
は
政
府
が
全
然
鐵
逾
：を
國
荷
ビ
し
、且
つ

_ 

道
；の
駆
營
に
職

X

駔
合
を
參
加
せ
し
め

'て
、鐵
：道

.従
業
：溝
自
ら

S

®
鱗
に
仕
事
の

.狀
況
：を
左 

右
す
る
を
必
要

W
.

I

し
、續
ひ
て
千
九
百

+

七
年
の
鐵
道
從

.業
員
組
合
地
方
會
議
に
於
て
は

.

.

「

本
會
_

は
戰
時
：國
民
の
利
益
を
主
服
と
し
て
、鐵
道
の
國
有
に
供
せ
ら
れ
た
る
事
實
に
顧
み
、將

:

■ 

'
.
.
.
. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

•

:

.-

.

:
 

,

來
鐵
道
；の
秘
有

fc
ff
i

歸
せ
ざ
る
を
骖
耍
ビ
す
る
の
意
見
を
有
す
。
而
し
て
國
民
全
體
の
利
害 

ょ
な
判
’

斷
す
れ
；ば
、鐵

道
^>

國
家
並
に
；鐵
道
從
業
員
國
民
組

'

合
の
；代
表
.
.

素

に

依

^
共
同
的
に
管

■
せ
ら
る
、
を
必
興
ビ

^

と
：決

_

し

^

る
が
如
き
、鐵
道
從

*
.員

所

謂

ギ

\

ド
、ソ
ー
シ
ャ
リ

,
.

 

.

.

i
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-

ズ
ム
：若
し
く
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、ギ
ゲ
ド
の
思
想
を
質
現
す
る
に
基
く
も

®

ビ
.す
可
く
、今
や
彼
等 

0
.要
米
が

「

單
純
な
る
勞
働
時
間

0:
減
縮
や
、賃
鈒

.の
增
率
に

ih
ま
ら
ず
、是
等
以

；

外
に
、目
標
と
す 

る
も
の

.

A

存
す
る
こ

■と
を

^

る
に

1
.か
ら

W
,

る
な

>
9 0

, 

四
.

'
 

.

三
：角
'

同
盟
に
屬
す
る
三
個
の
擧
業
が
相
互
；に
關
係
を
有
す
る
こ
と
の
程
度

は
自
ら
：同
盟
を

. 

/

 

.

.

.

,組
織
す
る
に
至
れ
る
理
由
恶
し
，く
は
組
織

.後

.
に
於
け
る
行
動

’の
如
何

.を
刺

,

す

る
に
、有
.カ
ノ
な

:

る
資
-

料
，た
る
.

可
：き

も
.

の
な
b

o

.

蓋
し
.

同
盟
組
織
の
原
因
ぬ
就
べ
て
は
、大
英
國

.

坑
夫
聯
合
會
の
.會 

長
に
し
て
、又
同

»

の
姐
主
た
る
口
，パ
ー
ト
、ス
ミ
ジ

1

氏
，の
.

所
說
を
媒
へ
ば
’之
を
明
瞭
に
す
る 

を
得

r

し
。
.

即
ち
日
く
鐵
逍

「

制
；度
に
，於
け
る
同
盟
罷
業
は
直
に
坑
夬
並
..に
運
搬
乘
勞
働
者
に 

大
な
：る
影

#

を
及
，ぼ
す
に
_

る
可
く
、是
等
.

三
事
；業
の
一
に

r

同
盟
罷
業
の
，起
れ
る
ビ
き
は
、他
の 

一一
#

業
に
於
け
る
勞

.

備
者
は

0

を
典
に
す
る

.

か
、然
ら
ず
ん
ば
手
を
挑
し
て
、害
を
蒙
る
可
き
の 

み
。
.

三
角
同
盟
の
基
礎
を
成
ず

1

の
パ
思
想
は
：是
等
の
大

.

な
る
闘
^
的
機
關
は
谷
自
大
規
模
の 

運
I I

に
着
手
，す
：る
以
前
に
、其
ブ
ロ
グ

' 

ラ
ム
を
制

^

し
他
に
之
を
'提
示
し
狀
同
の
案
件
の
下
に 

共
同
，の
動
作
を
爲
す
可
き

0 .
一
 

事
に
外
な
ら

.

す
。
今
や
資
本
家
は
職
工
組
合
主
義
を
攻
擊
す 

る
自
的
：を
以
て
、一
の
組
織
を

.

成
し
、又

«

合
め
發
達
に
對
す
る
防
镦
物

?2
.

り
。
他
日
或
る
機
會 

に

し

て

到

來

せ

ん

ヘ

か

、
同

盟

，の

.
ブ

 

後
に
、同
情
的
同
盟
擺
業

.

の
擧
に
出
づ
，可
く
、如
何 

な
る
#

合
に
於
ヤ
も
、大
規
模
な
る
共
同
動

.

作
の
效
果
は
迅
速
確

.

實
に
し
て

r
t e

往
に
於

V

勞
働 

维
議
，に
觅
'いる
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能
は
ざ

-c
v

し
損
失
は
將
來

-

に
於
て
、之
を
呀
避
す
る
を

#

ベ
し
と
。
之
を
千 

t

w

十
二
年
中

^

:

流
計
k

徵
す
る
に

*

英
國
に
於
て
産
出
せ
ら
る
、
石
炭
ニ
億
六
千
與
嗔

0
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割
は
鐡
道
^
に
一
般
述
送
桊
の
勞
働
に
依

て

、

取
扱
は
る
、
も
の
な
る
が
故
に
、坑
夫
が
典
採
掘 

第十
3

潘
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を
餹
し
鐵
道
從
業
茗
並
、に
運
搬
夫
に
し
て
、其
輸
送
分
配
を
拒
ま
ん
か
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ニ
雲
に
交
互
に
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を
蒙
ら

^

る
を
各
さ

.
' ^

真

に

-、罷
桊
の
社

#

を
»
槭
す
る
の
カ
亦
大
な
る
も

の

9

る
可
し
。
 

む
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種
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日
I

合
I

し
た
る
.

は
、三
種
の
組
合
員
に
典 

S

 

#

の
存
す

る

も

の
な
.

る
I

時
に
、
I

I

I

:

業
が
'

何
れ
も
，統
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あ
▲

織
あ
る 

資
本
家

|
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.
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|
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れ
’

|
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カ
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の
ぁ
る
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原
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.
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辭
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I
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,
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を
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I

け
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f

1

の
f

、千

.

I
十
六

‘年
版
の

'

I
年
鑑

切
に
於

I

人
は
傭

.者
の

f

者
.に
加
ふ
る

I

I

?

る
S

ベ

_

_

_

漏

麵

^

.

.、

.」

三
佝
同
ぞ
は
先
っ

_

, «

中
傘
せ
|

れ
右
る
_

最

；合

；
馨

；：

|

'

舊
_

.

業
-

的

，徵

墓

の

政

，，
策

傘

に

-
.

燦

員

_
爾

許

鸯

に

就

て

ハ

活

動

-

の
'
"

端
：
‘を
.

_

.

:

^

$

じ
、
而

し

て

棊

等

^

敗

衆
 

「

食
#

す
’

る
.根
本
方
針
士
し

V
、

漸
く
其
眞
：骨

®

を
.，發

.

缚
し
，
' 來
れ
，り
。
則
ち
.；彼
の
大

.

英
_
坑
夫

I
 

备
會
の

'

讓

.

す
る
鑛
山
、鑛
、物
採
掘
權
；並
：沐
_

_

爾
機
_

を
_

有

に
.移
-

^

且
つ
：國

有

.後

に

於

て
、
 

是
#
.

諸
、機
'
,
の
管

理
.

に
，■就
て
、三

角

同

?
a

に
，'.屬
す
■る
•
'

組
.

合
自
ら「

之
.

に
-

當

る

に

-
,
非

ざ
れ
ば
、一
擧
總 

1

同

乘

痺

業

を

許
«

じ

て

、
ー

齒
”

日

' «

内

に
.

國

民

的

.活

動

を
a

:

青

す
.

る
：
乙

ビ

を
.

聲

言

，
し

て

、
已

ま

.
ざ 

る
ゲ
如

(

s

 

i

例
に
し
て
、最
近

.

英
國
に

.

製
.
.

來
し
た
る

#

衝
髮
議
殊
に
大
规
瘓
擺
樂
の
事
«
に 

..徵
せ
ん
か
、上
：記
の
事
た
る
.
一
揚
の
聲
言
に
IL
ま
ら
ざ

り

し
の
#

:
.あ
.c

n

ど
す
。

而
し
て
政

t

!?
> 

產
'

業
，三
角

_

盟
#

し
く
は

〗

•

同
.
'
:盟
：の

!

部

办

た

る

ま

'エ

組

合

の

行

澈

を

支

，配
.：す
る
能
は
す
、又
彼 

等
ビ
-

®

調
す
る
こ
k

.

す
ら
•爲
^ '

能
は
ざ
；る
：は
、要
.

す
る
に
.：：
勞
爾
者
が
會
憲
を
以
て
、常
に
一
印
谐 

級
'
•

に
.

、私
す
る

.

も
の
な
り
ビ
の
見
解
を
懷
く
が
爲
め
に
外
な
ら
ざ
る

• «

り
。
吾
雜
は
本
誌
前
.號 

r

®

論
.
.

文

の

'末

尾

に

於
て
、
今
日
英
國
の
；勞；：

働
，黨

が
I t

會
に
U

對
.

し
.

て
-

要
求
1

る
.

所

.は(

一)

li
l
12

的 

.

最
’

;4
限
度
の

.

一
般
.

：的
-厲

行
、(

一)

*

業
の
.

说
主
的
管
理
、

(

.

三)

國
家
，财
政
に
於
け
る

」

革
命
、

®

一
 

般
0

郝 

■

孝
に
-
.

對
ず
る
，
.

剩
餘
財

.

の
收

「

用
.

等
に
存
す
る
こ
す
を
指
摘
し
た
り
。

.

思
.

ふ
.

，に
今
や

.

英
國
.

の
全
^

’地
-,を
—

ひ
つ
、
，あ

'る
同

fi
g

罷
：業

.の
如
：き
：假

'令

a

一
 
0

の
手
段

に
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.て
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結
末
を
吿
ぐ

る

乙

ビ 
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十

疆
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ビ
す
る
も
、勞
働
赞

：

議
：は
結
局
勞
働

«

の
，±

張

し

つ

、
，あ
る
上
：記

S
T
:

個
條
' 

の

全

.
部

又

は

其
 

或「

る
も
の
を
實
行
す
：る
に
非
ざ
れ
ば
、解
決
を
：期
'す
る
能
は
ざ
る
も
の
ビ
認
む
可
き
か
、妓
に
於 

て
か
勞
•働
黨
が
將
來
の
，社
會
を
改
造
ず
る
に
就
て
、所
謂
四
本
の
柱
ぐ

J

す
る
も
の
が
如
何
な
る 

價
値
を

'

有
す
：る
ゃ
を
知
る
は

®

め
て
必
耍

«

K

V

O

左
：に
勞
働
黨
の
發
表
し
た
る
報
吿
書
に
就 

て
、之
を

'

硏
究
す
可
し
。

-

、國
民
的
最
小
限
度

の
厲
行

:0

造
れ

^
働

黨
が
，今

日
社
會
：改
造

0

第
一

義

V
J

す
る

所
に
し 

5

て
、之
：に
，侬

て
商
工
業
の
好
最
氣
の
時

*

る

ビ
、將

た
又
.其
不
景
氣
の
時
た
る

s>

し
を
問
は
ず
、社
會 

の
各

員
に
.健

全
な

「

る
生
，活
.並
に

®

.値
あ
る

國
拢

た
る
生
活
を

維
持
す

る
'に
必
要

ビ
す
る
所
の 

も
の
'

を
.

保
證
.

せ
'

ん
年
す
。

方
に
勞
働

m

は
總

v

の
男
.
.

女
に
.

對
し
て
、適
當
な
る
職
業
を
供

ラ 

る
こ

ど
.

を
以
て

威

府
-の

任

務

な

ビ
信
：
ず
o

:

'

固
ょ
i

政
府
'

は
此
職
務
を

.

慈
善
其
他
の
圈

i®
.に 

委
託

す

可

：
か

ら

ず

。

ソ
此

a

に
關
す
る

勞

働

.
黨の
政
策
は

一

方
に
職
エ
組
合
を
利
用
し
、他
の
，
一
 

方
ゝ
に
勞
猶
取
别
所
を
利
用
す
る
の
.ニ
點
に
重
き
を
置
电
又
失
業
防
止
の

方

法
.

ビ

，
し

て
は
、政
府 

が
土
地
間
.

發
、道
路
修
：築
、植
林
の
如
き
事
業
：に
«
手
す
る
の

必

要
‘

を
認
む
れ
ど
も
、何
ほ
失
業
の 

發
.

生
す
石
.

も
：Q.'

あ
.

も
：ん
' 

办
、政
府
.

は
.

驾
-u
' 

く

職

エ
.视
：合
：0

失
#

組
：
^

.1
'
1:
'

，支
給
ず
.

る
失
.

業
：惠
與

j

|

I

|

金
の

一
部
•分(

少
な
く

'ビ
も
；半
額

¥

捕
助
し
、以

.：v

へ
失
：業

考

の
f
:助
：に

遺

：零

な

：
か

ら

し

む
る

.
こ

ビ 

を
期
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

.

: 

ニ
、產
藥
の
‘

民
.

主
.

的
1 :

理
。
：
勞

働

黨
.

が
他
の
：政
黨

.

に
比
.

轔
し
て
、著
し
く
典
政
綱
を
異
に
す
る 

は
、民
主
政
治

.

の
，两
則
を
徹
底
的
I

に 

し
て
、之
を
經
’濟
上
の
方
面
に
就
て
言 

は
ん
：か
、產
"

乘
の
管
_

«

を
'

其
個
人
れ
る
ビ
、法
人
た

る

マ
し
を
問
は
ず
、總
て
私
'

人
の
資
本
家

'

ょ
P 

奪

ひ
、手
に

^

り
、叉
頭
胞
に
依
て
働
く
人
を
し
て
堪
に
社
會
の
爲
め
に
の
み
働
か
し
め
ざ
る
可 

か
ら
ず
。
玆
に
於
て

.

か
勞
働
黨
が

.

今
H

.

の.
.

産
業

M

織
に
對
し
て
希
望
す
る
所
は
生
産
の
方
便 

を
共
同
の
所
有
に
移
し
、生

‘

逄
に
窬
與
し
た
る

* *
.

の
間
に
、生

.

産
物
を
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平
に
分
配
し
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益
の
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-

的
を
以
て
、總
て
の
仕
，

'

事
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管

.
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す
る
諸
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.
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、國
家
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產
業
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す
る
の
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事
に

外 
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ら
す
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に
此
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地
に
基
き
、勞
働

m
は
鐵
遒
、鑛

山

、電
力
等
を
即
時
に
國
有
に
移
し
'

方
に 

.瑰
行
國
民
健
康
保
險

0
»

意
を
^

す
る
’

.

爲
め
に
、營
利
的
保
險
會
社
を
國
家
に
收
用
し
、市
：營 

事
業
の
規
模
に
就
て
も
亦

®

張
す
る
所
な
が
る
可
か
ら
ず
。

丨
三
、財

.

政
に
於

け
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る
改
革
。
英

11

の
柙
政
は
舊
來
永

く

有
産
階
級
の
所
盥
に
支
配
せ
ら
れ
た 

む
。
.

今
囘
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'

に
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の
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'

P
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、之
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す
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收
入
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達

'
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方
便
を

S
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'

.
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